

















話を聴く語り手・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 龍 碧 （23)
一ーシュテファン ・ ツヴァイクの枠物語とフロイトの精神分析
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松村朋彦：心理学と小説のあいだ ー カ ー
ノレ ・フィリップ ・モ ーリッツ『アントン ・ ライ
ザー』とその周辺






























































造（1） 一 レッ シング（詩学）に潜在する模
倣説の輪郭











なのですj ー パウル ・ ツエラー ンにおける
対話の概念をめぐって














片 桐 智 明 ： ヨ ー ゼ フ ・ ロ ー ト の 『百日天
下』 ョ ーゼフ ・ ロートのワ ーテルロー
































片桐智明：ハイミ ート ・ フォン ・ ドー デラー 四十
歳の小説 － 『最後の官険』、騎士とドラゴ
ンの小説
KUNISHIGE Yutaka （圃重 裕） : Zwischen 
Phantasiewelt und Wirklichkeit - Essay iiber 
Ilse Aichingers 門Die gr6J3ere Hoffnung“ 
第13号（1999)
KUNIEDA Naotaka （園枝尚隆） : Wilhelm Tell
als asthetisches Pr句ekt







ティー フ 『歌姫ヨゼフィー ネ、あるいは
ネズミ族』を中心に
園重裕：オー ストリア小説に見る《家族ドラマ》






















川 島 隆 ： 「こい つ は途方 もな い偽善者





















熊谷哲哉：言葉をめぐる たたかい ー シュ
レーパ ーと雑音の世界
- 97 -
ASAI Maho （浅井麻帆） : Sehen im Worter­
verbindungsraum bei Rainer Maria 









園 重 裕 ： 現代 文 学 は「歴史」 を語 りうる





















伊藤白：ショ ーシャ夫人は美しし、か 一 ト ー
マス・マン『魔の山』における女性像と「東」
池田 晋也： ジ ャ ズ アレンジされるヨ ー ロッ















庫川香織：ハリ ー・ ハラ ーの痛む足 ー ヘル
マン・ ヘッセの『荒野のおおかみ』における
身体について
池田 晋也： 文 学的ジャズ表象の諸形
























Y品1AZA阻Asuka （山崎 明日香） : Das 
Verschwinden der Differenzierung in der 
Todesgemeinschaft in Richard Wagners 
Tristαn und Isolde
浅井 麻帆： 「セセッション」から「分離派」





永畑 紗織： 異教の神ベル ーンとサルマチ
















YAMAZAKI Asul也（山崎 明日香） : Die 
Widerspiegelung des zeitgenossischen 
Englandbildes <lurch Tristan in Richard 
Wagners Tristan und Isolde












西 尾 宇 広 ： 公／私を めぐ る価値観 の交
錯 ー クライスト『ミヒャエル・コールハース』























土屋京子： 「わたし」について語る猫 一 自伝
文学とE.T.A.ホフマンの『牡猫ムルの人生
観』






































放火魔たち』 － 「教訓のない教訓 劇Jと経
済格差の問題
山崎明日香： ハイ ナー・ ミュラー『エレ ベー





藤原美沙： 想像力・読書・教育 ー アイヒェン
ドルフの『予感と現在』における「子ども 」に
関する諸問題
土屋京子： 国際学会報告 Konzepte des 
Su町ekts und Konzepte der Subjektivitat: 
1800/1900 29.・ 31.Au 思1st 2013 in Bielefeld 
第28号（2014)
林英哉： ヘノレダリンにおける父と母のイメー
ジ 詩作と心理の 「同 一性としづ謎」





池田晋也： 文明のなかの文学 一 ハインリヒ・
ノ＼ウザーの小説『海を渡る雷鳴』について
第29号（2015)
菅由紀子： レッシング、ヘルダ 一、フリ ードリ
ヒ ・ シ ュ レ ー ゲノレの シ ェ イ ク ス ピ ア批
評 アリストテレス規範とのかかわりを中
心に
益 敏郎： 客観性をめぐるヘルダ ーリンとシ
ラーの近代芸術思想 アドルノの『パラタ
クシス』を導入として
中同 期子： 境界に立つ女ゴ ーレム アヒ





ムス － E.T. A. ホフマンに見るポリドリの
E王ノ主且日
尽／宅皇子
龍 碧： 表現主義文学とナチス ・ ドイツにお
ける「精神疾患」イメー ジの類似性
第30号（2016)
菅由紀子： ヴィ ー ラントのシェイクスピア翻訳
における「忠実さ」 ー テクストへの介入に
ついての考察
林 英哉： 神と人聞を新たに結ぶ言語 － 18 
世紀ドイツの言語起源論とへルダリン
龍 碧： アルトゥル ・ シュニッツラーの医学的
テクストにおける精神的「健康」／「病」の境




















MORIGUCHI Daichi : 
Gottfried Peter Rauschniks Totenbraut 
- Die Doppelstruktur von >The Fatal Woman< und >The Fatal Man＜・...・ H ・.....・ H ・. (1) 
KAGO Midori : 
Ein Erzahler, der zuhort 
- Stefan Zweigs Rahmenerzahlungen und Freuds Psychoanalyse· …....・ H ・...・ H ・... (23) 
IIJIMA Yutaro: 
Das Motiv der Beichte in Thomas Bemhards m匂ensteins Nejfe. Eine 
Freundsch ift… 
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